
ＩＣＣＡ理事会日本で初開催
　
世
界
各
国
の
化
学
工
業
団
体
が
所
属
す
る
国
際
化
学
工
業
協
会
協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ａ

の
理
事
会
が
、
５
月

日
に
東
京
・
丸
の
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
開
催
さ

れ
る
。
年
２
回
行
わ
れ
る
理
事
会
は
米
国
と
欧
州
で
交
互
に
開
催
さ
れ
、
今
回
初
め

て
日
本
で
開
催
さ
れ
る
。
世
界
の
化
学
産
業
の
代
表
が
日
本
に
集
ま
り
、
化
学
産
業

の
有
用
性
や
社
会
貢
献
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。
理
事
会
開
催
に
合
わ
せ

て

日
に
セ
ミ
ナ
ー
、

日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。

製造現場の現場力の再構築に向けて田村　昌三東京大学名誉教授緊急時の対応、産業安全の確保
　
最
近
、
製
造
現
場
に
お
い
て
爆
発
・
火
災
事
故
が
連
続
し
て
発
生
し
、
そ
の
ト
リ

ガ
ー
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
、
緊
急
時
、
非
定
常
時
な
ど
異
常
へ
の
対
応
が
十
分
で
な
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
場
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
産

業
安
全
問
題
の
背
景
に
は
、
近
年
の
産
業
環
境
や
社
会
環
境
の
変
化
が
あ
る
こ
と
も

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

技
能
継
承
が
重
要
課
題
に

セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン
ポ
も

世
界
の
化
学
ト
ッ
プ
が
集
結

最近の産業安全問題の背景

経済発展と生活向上：人 社会の変化
　　産業環境変化
産業環境変化：高度化、多様化、国際
　　化、局限化

１．人・社会の変化：少子化、核家族
　化、国際化、個人尊重と豊かさなど
　１）倫理観の低下：ゲーム感覚
　２）危険への感性低下
　　　安全環境：危険経験少
　３）価値観の多様化
　　　円熟期：高度成長期のような
　　　活躍の場減少
　　　終身雇用制の崩壊
　４）社会性の低下：組織的活動困難

２．教育の変化：画一化
　１）問題挑戦意欲の低下
　２）情報と解析中心、非体験型

３．産業環境変化
　　 高度化 多様化 国際化 局限化
　１）物質、プロセス（設備 機器 運
　　転 システムなど：潜在危険増大
　２）作業の分化 専門化 コンピュー
　　ター化：全体像不明、内容不明
　３）合理化 リストラ、世代交代：
　　経験者不足、ベテラン不足、変化
　　への対応困難、国内のプラント建
　　設減少、技術伝承問題

安
全
方
針
明
確
に
適
切
な
対
処
を

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ４月２５日 金曜日 　　

　
産
業
の
高
度
化
、
多
様

化
、
国
際
化
の
進
展
や
合
理

化
な
ど
に
よ
り
、
取
り
扱
う

物
質
、
プ
ロ
セ
ス
、
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

複
雑
化
し
、
潜
在
的
な
危
険

は
明
ら
か
に
増
大
し
て
い

る
。
ま
た
、
作
業
の
分
化
、

専
門
化
が
進
み
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
全

体
像
や
中
身
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
ト
ラ
ブ

ル
発
生
な
ど
へ
の
対
応
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
中
身
を
熟
知

し
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
の
退
職

に
よ
る
技
術
・
技
能
の
伝
承

を
、
国
内
で
の
プ
ラ
ン
ト
建

設
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中

で
い
か
に
行
う
か
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

　
一
方
、
教
育
の
変
化
、
少

子
化
や
核
家
族
化
、
国
際
化

な
ど
に
よ
り
、
危
険
へ
の
感

性
の
低
下
、
価
値
観
の
多
様

化
、
社
会
性
の
低
下
な
ど
の

問
題
も
あ
ろ
う
。

　

世
紀
の
安
全
調
和
型
社

会
に
お
い
て
、
技
術
立
国
を

目
指
す
わ
が
国
は
安
全
、
環

境
、
品
質
、
生
産
性
に
配
慮

し
た
モ
ノ
づ
く
り
に
お
い

て
、
世
界
の
先
導
性
を
持
つ

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
の
モ

ノ
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
現

場
力
を
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

ク
ル
ト
・
ボ

ッ
ク
会
長

独
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
　

最
高
経
営
責
任
者

は
１
９

８
９
年
に
設
立
さ
れ
た
。
米

国
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
英
国
、
ド

イ
ツ
、
豪
州
、
日
本
、
韓

国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
約

約

カ
国
・
地
域
が
フ
ル
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
に
は
中
国
、
台

湾
、
イ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ

な
ど
が
参
加
す
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
は
世
界
の
化
学

産
業
が
抱
え
る
課
題
、
役
割

を
共
有
し
、
そ
れ
に
応
え
る

活
動
を
行
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
は

主
要
課
題
で
あ
る
「
化
学
品

政
策
と
健
康
」
「
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ケ
ア
」
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
気
候
変
動
」
に
取
り

組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

Ｌ

Ｇ

を
設
置
。
日
本
化
学
工

業
協
会

日
化
協

は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
気
候
変
動
」
の

事
務
局
を
務
め
る
。

　
日
化
協
は
温
室
効
果
ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
削
減
貢
献

量
を
可
視
化
す
る
た
め
、
カ

ー
ボ
ン
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
分

析

ｃ
Ｌ
Ｃ
Ａ

手
法
を
開

発
し
た
。
化
学
製
品
を
使
用

し
た
評
価
対
象
製
品
と
比
較

製
品
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

の
差
分
か
ら
貢
献
量
を
算
出

す
る
。

　
２
０
１
２
年
に
は
、
日
化

協
が
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
削
減
貢
献
量
算
定

の
ル
ー
ル
の
明
確
化
と
実
践

上
の
留
意
事
項
を
整
理
し
た

「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
貢
献
量

算
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

発
表
し
、
ｃ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
透
明

性
、
信
頼
性
の
向
上
を
図
っ

た
。

年
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
と

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

経
済
人
会
議

Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ

Ｄ

が
ｃ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
算
出
基

準
を
基
に
、
世
界
、
他
産
業

で
も
使
え
る
「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

削
減
貢
献
に
対
す
る
意
欲
的

な
取
り
組
み
を
作
成
し
た
。

　
日
化
協
は

年
に
発
行
し

た
「
国
内
お
よ
び
世
界
に
お

け
る
化
学
製
品
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
評
価
」
の
第
３
版
を

年
３
月
に
発
行
。
化
学
製

品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

を
俯
瞰
し
た
ｃ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
事

ふ
か
ん

例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
太

陽
光
発
電
、
自
動
車
用
、
航

空
機
用
材
料
な
ど
の
貢
献
量

の
再
評
価
と
新
た
な
事
例
合

わ
せ
て

件
を
紹
介
す
る
。

　

日
の
理
事
会
の
前
に

は
、
日
米
欧
の
大
手
化
学
メ

ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
２
人
ず
つ

で
構
成
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｇ
が
開

か
れ
る
。
今
回
は
ブ
ラ
ジ
ル

と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
の

参
加
も
予
定
し
、
少
人
数
で

の
活
発
な
意
見
交
換
が
期
待

さ
れ
る
。

　
理
事
会
に
は
約

カ
国
・

地
域
の
理
事
が
参
加
。
共
通

の
課
題
を
発
表
し
、
各
Ｌ
Ｇ

の
活
動
内
容
や
進
捗
具

し
ん
ち
ょ
く

合
、
方
向
性
を
紹
介
す
る
。

　
日
本
の
化
学
産
業
の
国
際

的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
機

会
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
す
る
。

　

日
に
は
東
京
・
大
手
町

の
日
経
ホ
ー
ル
で
日
化
協
特

別
セ
ミ
ナ
ー
「
化
学
産
業
に

と
っ
て
の
持
続
的
発
展
と
そ

の
課
題
」
と
題
し
、
Ｌ
Ｇ
の

議
長
が
化
学
の
未
来
に
つ
い

て
講
演
す
る
。

時

分
か

ら
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア

Ｌ
Ｇ
の
議
長
で
あ
る
ソ
ル
ベ

ー

ベ
ル
ギ
ー

の
ハ
ン
ス

・
ユ
ル
ゲ
ン
・
コ
ル
テ
氏
が

「
持
続
的
発
展
に
向
け
て
の

基
盤
」
、

時

分
か
ら
は

化
学
品
政
策
と
健
康
Ｌ
Ｇ
の

共
同
議
長
で
あ
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ

の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
カ
イ
ザ
ー

氏
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
化
学

産
業
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ス
チ

ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
向
上
」

を
紹
介
。
聴
講
は
無
料
。
参

加
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
。

　

日
に
は
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

東
京
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
化
学
は

世
紀
に
何

を
目
指
す
べ
き
か
」
を
開

く
。

時
半
か
ら
理
化
学
研

究
所
の
野
依
良
治
理
事
長
が

基
調
講
演
を
、

時

分
か

ら
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
う
。
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
東
京
理

科
大
学
の
伊
丹
敬
之
教
授
を

モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
、
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
小
林
喜
光
社
長
、
米
ダ
ウ

・
ケ
ミ
カ
ル
の
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
リ
バ
リ
ス
社
長
を
は
じ

め
、
各
国
の
化
学
産
業
を
代

表
す
る
経
営
者
が
化
学
の
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

日
化
協
会
員
限
定
で
、
聴
講

は
無
料
。

　
現
場
力
と
は
、
プ
ラ
ン
ト

現
場
が
経
営
層
の
安
全
理
念

・
方
針
を
理
解
し
、
プ
ラ
ン

ト
の
運
転
・
保
守
業
務
に
お

い
て
危
険
性
を
理
解

危
険

源
の
予
知
、
リ
ス
ク
評
価

し
、
設
備
・
機
器
の
健
全
性

維
持
と
作
業
の
安
全
化
を
図

る
な
ど
事
故
の
予
防
に
努
め

る
と
と
も
に
、
異
常
の
予
兆

を
早
期
に
検
知
し
、
適
切
な

対
処
を
行
う
こ
と
に
よ
り
被

害
の
局
限
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
場
力
の

向
上
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
、
経
営
層
は
安
全
理

念
・
方
針
を
明
確
に
示
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
現
場
が
安
全
に
主
体
的
な

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
資

源
管
理
や
作
業
管
理
な
ど
の

安
全
管
理
に
努
め
る
こ
と
で

あ
る
。

　
一
方
、
現
場
は
高
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
危
険

に
対
す
る
感
性
や
知
識
・
技

術
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
経
営
層
か

ら
現
場
ま
で
が
一
体
と
な
っ

て
安
全
に
取
り
組
む
組
織
風

土
と
そ
の
た
め
の
普
段
か
ら

の
縦
、
横
の
十
分
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

る
。

　
現
場
力
の
強
化
を
図
る
た

め
に
は
、
短
期
的
に
は
各
事

業
所
な
ど
が
行
っ
て
い
る
素

晴
ら
し
い
安
全
活
動
を
収

集
、
体
系
化
し
、
共
有
化
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　
日
本
化
学
工
業
協
会

日

化
協

は
優
れ
た
事
業
所
の

安
全
活
動
な
ど
を
紹
介
し
た

「
保
安
防
災
・
労
働
安
全
衛

生
活
動
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
集
」
を
発
行
。
ま
た
安
全

工
学
会
は
日
化
協
と
と
も

に
、
「
現
場
保
安
力
強
化
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集
」
を

発
行
す
る
予
定
で
あ
り
、
大

い
に
参
考
に
な
ろ
う
。

　
長
期
的
に
は
産
業
界
、
行

政
、
学
会
が
一
体
と
な
っ
て

安
全
の
基
本
、
基
本
的
安
全

知
識
、
専
門
的
安
全
知
識
・

技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
家
庭

教
育
に
は
じ
ま
り
、
初
等
・

中
等
教
育
、
高
等
教
育
、
企

業
教
育
、
社
会
人
教
育
に
至

る
一
貫
し
た
体
系
的
安
全
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、

推
進
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
産
業
安
全
の
確
保
に
向
け

て
、
産
業
界
の
主
体
的
な
取

り
組
み
に
加
え
社
会
の
理
解

と
協
力
に
よ
り
、
現
場
力
の

再
構
築
を
期
待
し
た
い
。


